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１．はじめに 
近年、目まぐるしい進歩を遂げているものと

して携帯電話がある。電話機からインターネッ

ト端末になり、さらには携帯情報端末へと発達

してきた。 

 カメラ機能や電子マネー機能といった、通話

とは直接関係の無い携帯情報端末としての機能

の一つとして、2001 年から搭載され始めたアプ
リケーションソフト実行機能がある。 

 本稿では、携帯電話用 Java アプリケーション
ソフトからメタデータを生成し、セマンティッ

ク Web 技術の足懸かりとなるべく、メタデータ
を用いた検索手法について提案する。 

 これにより、ユーザがより目的に副った情報、

またはより必要な情報をすばやく見つけ出すこ

とが可能となる。 

 

２．携帯電話 

携帯 Java アプリケーションとは、携帯用サイ
トから携帯電話端末にダウンロードして使用す

ることができる Java で作成されたソフトウェア
の事を指す。 

 携帯電話でアプリケーションを入手する上で

便利なものが、検索サービスである。 

主に一般のユーザがアプリケーションを検索

する上で利用するのは、各キャリアから提供さ

れているメインメニュー（公式サイト）から階

層を掘り下げていき、手探りで探すといった方

法である。公式サイトからの検索による大きな

問題点として、企業が作成・提供しているアプ

リケーションしか検索できない点がある。 

 2 つ目に、公式サイトでは物足りないと感じた
ユーザが利用するサイトとして、登録型サイト

がある。これらは、公式アプリも検索でき、企

業が作成・提供している以外のアプリケーショ

ンも登録したものであれば検索が可能である。

しかし言い換えれば、公式アプリと登録された

アプリしか検索ができないことになる。 

 

 
 

 

 

その他には、各自のホームページに公開してい

るアプリケーションである。これを利用したい

場合には、URL を直接入力するなどの方法をと
らなければならない。 

 以上のアプリケーションすべてが検索できる

ことが理想である。 

 

３．メタデータ 

3.1 携帯電話用 Java アプリケーションからメタ
データを生成 

 メタデータを生成する方式として、アプリケ

ーション属性が記述されたファイルから変換す

る方法を提案する。 

 携帯 Java アプリケーションを作成する場合、

それぞれのキャリアで提供されている作成支援

ツールを用いる。i アプリでは「Doja」、EZ ア
プリと V アプリでは「MIDP」というツールを
使用するのが一般的である。そしてそれらのツ

ールを利用することで、アプリケーションのイ

ンストールや起動、ネットワークアクセスなど

を制御するための情報が記述されているファイ

ルが生成される。 

 i アプリの Doja では「jam」、EZ アプリの
MIDP では「kjx」、V アプリの MIDP では
「jad」という拡張子のファイルがそれにあたる。
これらのファイルは、結果的にアプリケーショ

ンを作成する上で必ず生成されることになる。 

 Table1 にその一部を記す。これらのアプリケ
ーション属性は、そのアプリケーションの内容

を記述している上に、入力必須項目もあるとい

う点から、メタデータとして利用できると考え

た。 

 

3.1.1 メタデータ 
セマンティック Web では、機械で解釈できる
形式の意味情報を、あらかじめコンテンツに付

加しておく必要がある。この特殊な意味情報を

メタデータと呼ぶ。メタとは、超越したなどの

意味を持つ言葉で、セマンティック Web におけ
るメタデータは、データそのものの意味や内容

を記述する「データを超えたデータ」であるこ
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とを示している。 

本提案では、アプリケーション属性からメタ

データを生成する。このメタデータは、アプリ

ケーションの意味情報を持つことになる。 

 メタデータをコンピュータが理解して有益な

情報とするには、その意味が共通の認識となっ

て い る 語 彙 が 必 要 で あ る 。 Dublin Core 
Metadata Element Set（DCMES）はインター
ネット上での情報資源の発見を目的として提案

されたメタデータである。 

この DCMES を用いることで相互運用性の高
いメタデータを提供することができるというこ

とから、本提案では DCMES を採用することに
した。 

 

Table1 アプリケーション属性(ｏは必須項目） 

 
 
Table2 DCMESとアプリケーション属性との対応例 

 
 
3.2 メタデータの検索 
 インターネット上に点在しているメタデータ

を検索する。検索システムでまず「 jam」と
「kjx」「jad」の記述されている XML 形式のペ
ージのみに限定する。それにより、他のメタデ

ータが検索対象になることを防ぐ。そして、ユ

ーザが従来通りキーワード検索やカテゴリ別検

索をするといった検索方法である。 

 既存の検索サービスとの大きな違いは、登録

されているアプリケーションに限定していない

点である。 

 実際に DCMES に変換するツールであるイパ
レットネクサス開発グループの「metaform」と

いうツールを用いてメタデータを生成した。そ

れを研究室の Web サーバに配置し、検索すると
いうテストを行った。 

 しかし、肝心のアプリケーション属性が詳し

く記述されているものが少なく、入力必須項目

のみしか記述していないアプリケーションも

多々ある。それにより、検索する上で情報が少

なすぎるので、良い検索結果が得られなかった。 

 そこで、アプリケーション属性の情報だけで

なく、HP でのアプリケーションの解説などの情
報をメタデータに追加し、検索することで良い

結果が得られた。 

 

４．評価 

評価方法としては、携帯電話用 Java アプリケ
ーションのメタデータのみを検索対象とするた

めに、 

(1) 3.2 の方法でフィルタリングをした場合 
(2) そのまま全文検索をした場合 
この 2通りの検索結果の違いの評価を行う。 
 

５．まとめ 

本稿では、携帯電話用 Java アプリケーション
検索を行うためのメタデータの構成方式の提案

をし、そのメタデータ検索手法の提案を行った。 

今後の展望はアプリケーション属性からメタ

データへの自動変換を可能にし、変換ツールを

アプリケーション作成者へと配布し、Web サー
バのみならず、インターネット上の携帯電話用

Java アプリケーションメタデータの検索を可能
にしていく予定である。また評価方法として述

べたフィルタリングの検証も行う。 

メタデータの配置方法については、 

(1) アプリ作成者が宣伝のために生成し配置 
(2) アプリをダウンロードした人が生成し配置 
(3) 収集家が趣味で生成し配置 
これらを検索エンジンで検索できるようになる

ことによって、インターネット上すべてのアプ

リケーションが検索可能となる。 
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